
スリランカ債務再編にかかる債権国会合・共同議長によるステートメント 
 

・ 2023 年 10 月 11 日、スリランカ債権国会合の共同議長（財務大臣代理レベ
ル）はマラケシュにおいて会合を開催した。 

・ 共同議長は、スリランカの債務再編について、本年４月の債権国会合の設立
以降、進展が見られていることを確認し、これを歓迎した。 

・ 共同議長は、中所得国の債務問題に対処するマルチの取組の基礎として、ス
リランカ当局との覚書（MOU）の迅速な締結が重要であるとの見方を共有し、
覚書の締結に向けて、引き続き緊密に協調することで合意した。 

・ 共同議長は、本年 3 月のウィクラマシンハ大統領によるコミットメントに沿
って、スリランカ当局が他の公的債権国及び民間債権者との透明で公平な債
務措置を実施する取組の重要性を改めて認識した。 
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